
CS こひつじ科礼拝式次第 

2021 年 9 月 19 日 午前 9 時 30 分 

 

２０２１年度年間テーマ：「光の子として歩もう！～イエスさま 来てください～」 

テーマ曲：ワワワいっしょに（９２番） 

暗唱聖句：「ですから、大切なのは、植える者でも水を注ぐ者でもなく、成長させてくださる神です。」 

                コリントの信徒への手紙 Ⅰ ３章７節 

６１、聖書名目ずくし（こどもさんびかをお用いください） 

おいのり 礼拝に招かれたことを感謝しましょう 

せいしょ  ヨハネによる福音書４章２３～２４節 

 

「しかし、まことの礼拝をする人たちが、霊と真理をもって父を礼拝する時が来る。今がその時である。な

ぜなら、父はこのように礼拝する者を求めておられるからだ。神は霊である。だから、神を礼拝する者は、

霊と真理をもって礼拝しなければならない。」 

 

（↓クリックで音声ファイルが開きます） 

おはなしとおいのり 「信仰と悔い改め」         熊田雄二牧師 

きょうは「信仰と悔い改め」についてのお話です。「信仰」とは神様を信じることです。「悔い改め」とは、

神様に向きを変えて、神様を礼拝することです。だから神様を信じると、必ず、神様を礼拝します。 

 

ある暑い日、イエス様と弟子たちはサマリアという所を歩いていました。のどが渇いて「水を飲みたい」

と思いました。すると、ヤコブの井戸という水飲み場があって、女の人が水をくみに来ました。この女の

人は汚れた罪人として、人々から嫌われていました。この女の人も、町の人を避けて、真昼の暑い誰も

いない時に水を汲みに来ました。  

その時、イエス様は女の人に言われました。「この水を飲んでも、すぐにまた、のどが渇く。しかし、私

があげる水を飲めば、絶対に渇くことはない。私があげる水は、それを飲む人の内で泉となり、永遠の

命の水が湧き出る」と言われました。すると女の人は「先生。その水をください。ここに、水を汲みに来な

くてすみます。」と言いました。でも、イエス様が言われたのは、永遠の命の水ですから、イエス様を信じ

て、罪の赦しと永遠の命をいただくことでした。 

 

イエス様を信じると、神様に向きを変えて、神様を礼拝するようになります。世界中、イエス・キリスト

の教会であれば、どこでも礼拝の場所になっています。イエス様は、いつでも「今がその時」と言われま

す。サマリアの女の人も私たちも、イエス様を信じるなら、いつでも神様に向きを変えて礼拝することが

できます。イエス様は、「父はこのように礼拝する者を求めておられる」と言われました。だから礼拝は、

罪人の私たちに、イエス・キリストをくださった神様の熱心から始まりました。 

https://drive.google.com/file/d/1ZRi-YUWEJZ0pZXdHQnJkYqHvwa4dRE-e/view?usp=sharing


 

神が求めておられる礼拝の仕方は、「霊と真理をもって礼拝することだ」と、イエス様は言われました。

霊と真理をもって神様を礼拝するとは、イエス様をもって礼拝することです。イエス様をもつと、私たち

は、罪の赦しと永遠の命をもちます。なぜなら、イエス様は罪からの救い主キリストだからです。私たち

は神様に背を向けた罪人ですが、罪人は、キリストの十字架によって罪を赦され、神様に向きを変える

ことができます。そこで礼拝は、神様が求めておられる仕方でなければ満足されません。キリストを持た

ない礼拝を、神様は満足されません。 

 

復活のイエス様は「まことの礼拝をする者たちが、霊と真理をもって父を礼拝する時が来る。今がそ

の時である」と、今もこの時も語っておられます。まことの礼拝は、罪人の私たちにイエス・キリストをく

ださった神様の熱心から始まりました。だから、私たちも神様に向きを変え、熱心に神様を礼拝しましょ

う。 

 

祈 り 

天の父なる神様、私たちはあなたに背を向けている罪人です。それでも、なお探し求めてくださる神

様の熱心を感謝します。神様がまず熱心に私たちを罪と滅びから救うために、イエス様をくださいまし

た。ありがとうございます。私たちはイエス様をいただいて、罪の赦しと永遠の命をもつことができ感

謝します。キリストをもってあなたに喜ばれ、私たちもあなたを喜ぶ礼拝を捧げることができますよう

に。復活のイエス様は今、私たちがそれぞれの家にいても、命のみ言葉を語り聞かせてくださることを

感謝します。永遠の命の水を飲ませてくださるイエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン 

 

 ⁂ 小さなお子さまには、話の内容等をわかりやすく、年齢に合わせて嚙み砕いてお話くださいます

ようお願い致します。 

 

（けんきん）会堂 2 階掲示板下の机に献金箱を設置しました。 

おいでの際におささげください。 

 

９２、ワワワいっしょに（こどもさんびかをお用いください） 


